資料３

連合体の組織像
１．会員
　○連合体である日本社士会の正会員は、都道府県を代表する法人格を有する社会福祉士会を正会員とする。
　○都道府県社士会は、社会福祉士を正会員とする。
２．日本社士会と都道府県社士会の役割・機能イメージ（将来像）
	＜日本社士会＞
	＜県社士会＞

	（組織としての機能）
・国との交渉、政策提言
・各都道府県社士会共通の基本ルールを協議・策定する
・各都道府県社士会の情報を収集・提供、都道府県社士会間の調整機能を有する

・必要に応じて各都道府県社士会へ助言する
・国際ソーシャルワーカー連盟の窓口

・全国の社会福祉士の交流の場の提供

（調査・研究・研修としての機能）
・全国の情報を収集・提供する
・中央で行うべき調査・研究を行う
・生涯研修制度の中核的機能及び中央で行うべき研修を行う


	（組織としての機能）
・県や自治体との交渉、提言

・都道府県社士会内のルールを策定する
・会員である社会福祉士への入退会及び懲戒権限等を有する
・会員の交流の場の提供

（調査・研究・研修としての機能）
・自治体の情報を収集・提供する

・地域の実情やニーズに応じた調査・研究・事業を行う

・生涯研修制度に則り地域の特性に応じた研修を行う


３．日本社士会と都道府県社士会の業務分担について

　　連合体に移行することで、将来的に社会福祉士個人に関する管理的業務は県社士会が担うことが想定される。

　　しかし、これらの業務を短期間で全国一律で移行するには、現在行っている会員管理や会費管理についてその運用方法を全面的に見直すことが必要なことや、各都道府県社士会での事務処理機能の確保が必要であるため現実的には難しい。そこで一定の移行措置期間を設け、当面は現状と極力変わらないようにする。

	＜日本社士会＞
	
	＜都道府県社士会＞

	①会員管理事務

・入会事務処理
・退会事務処理

・資格喪失事務処理

②会費管理

・入金管理事務

・会費未納者管理事務と納入督促事務

・未納処理
③綱紀案件処理
	
	①会員管理事務

・入会事務処理

・退会事務処理

・資格喪失事務処理

②会費管理

・入金管理事務

・会費未納者管理事務と納入督促事務

・未納処理

③綱紀案件処理








事務局体制が整うまでの間、県社士会に代わり、日本社士会がその業務を請け負う
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